
日時：　平成29年11月18日(土）　15：00～17：30
場所：　アーバンネット名古屋ビル20Fリップルスクエア
テーマ：　症例検討会『輸血しないといけないのに!!こんな時どうする？』
参加人数：　138名 アンケート回収：88名 （回収率　63.8％）

質問1. 講演1『不規則抗体保有患者に緊急輸血!!』の内容はわかりやすかったですか？

質問2．講演2『大量輸血で在庫がない!!』の内容はわかりやすかったですか？
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質問3．講演『血液型が前回と違う!!』の内容はわかりやすかったですか？

 

質問4　あなたの期待と講演内容は一致しましたか？ 質問5　研究会全体を通して満足されましたか？

質問6　今後研究班に希望する研究会・講演会があればご記入ください。

・分画製剤について
・医師のオーダー間違いなど検査側で見抜くことはできるか
・AIHAとは
・内容がやや簡単に思えましたので、中・上級者向けのものが嬉しいです。企画は楽しいです。
・亜型検査などの進め方・考え方
・カリウム吸着フィルターの使用症例
・ダラツムマブの対応について
・レセプトについて（～加算など）
・災害時の輸血検査の対応について（血液センター血液供給について等）
・普段、時間外でしか輸血業務をしないので、今回のような症例にそった勉強会をお願いします。
・ABO血液型不適合造血幹細胞移植後の輸血製剤選択について（何型を使用するか）

質問7　その他ご意見がありましたらご記入ください。

・他の施設の事例がたくさん聞けてよかったです。

・選択肢を一つずつ聞いていたら、色紙は必要ないと思います。
・質問の選択肢を一つずつ聞いていたら、色紙を使う必要ないと感じました。
・参加型がよかったです。
・日当直時のみの対応なので、今回のような対応・考え方を知る機会があり、よかった。

・スライドの下半分が見づらい。横のモニターも見づらい位置にあった。もう少し見やすくしていただきたい。

・席の間隔が狭すぎて後方の受講者に何度もイスをけられてストレスだった。
・受付をスムーズに出来るようにして欲しいです。
認定のための単位取得の列か、技師会の単位の列か分かるように。
・質疑応答の時間が多くあって良かった。
・司会者さんの進行が上手でした。

・実例の話を多く聞けて勉強になりました。まだ輸血経験1年未満なので不安が強いですが、がんば
りたいです。

・医師とのコミュニケーションの取り方、異型血液の提案等改めて何度も聞くことができ、自分の認識
に取り入れ、提案できるようにしていきたいと思います。
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